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東京都食品安全条例�

　　　条例制定の背景及び目的（第１条）　　　　　　　　　　　　　�
�

�

 　はじめに  �
�

　近年の科学技術の発展や国際化の進展は、国民の食生
活に大きな変化をもたらしました。こうした中、牛海綿状脳
症（ＢＳＥ）や食品偽装表示事件などが発生し、食の安全に
対する国民の関心が高まりました。�
　このような状況を受け、平成15年5月、食品の安全性を
確保するため、食品安全基本法が制定されました。この法
律に基づき、同年7月、食品の健康への影響について、科学
的知見に基づき評価を行う食品安全委員会が内閣府に設
置されました。　　�
　現在、国においては、食品安全委員会の評価に基づき、食
品の安全性に関する規格や基準づくりが進められています。�

�
 　条例制定の背景�
�
次のような背景から条例を制定することにしました。�

�
　　東京の地域特性を踏まえた仕組みづくり�
　東京は、日本最大の食品の消費地であると同時に、輸入食品をはじめとする流通の拠点でもあり
ます。したがって、東京における食の危機は全国の危機につながっていく可能性があります。また、
東京は様々な情報の集積地でもあり、いち早い危害の発生状況の把握や、未然防止に必要な情報
の収集が行えます。�
　こうした地域特性を踏まえると、国の体制整備に依存するだけでなく、都としても食品の安全確
保に向けた仕組みづくりを進める必要があります。�
�
　　食品安全行政の総合的推進�
　食品の安全確保のためには、食品安全確保対策のよりどころとなる基本的な考え方を都の方針
として都民・事業者に明示するとともに、この方針に基づいて生産から消費に至る全ての段階で関
係局が連携しあい、都の食品安全行政を総合的に推進していく必要があります。�
�
　　関係者の連携した取組�
　食品の安全確保には、都や事業者はもとより、都民を含めた関係者がそれぞれの責務や役割を果
たしながら、連携した取組を進めていくことが大切です。このため、自治体において関係者の間で
食品の安全に関する共通の認識を醸成していくための先進的な取組が不可欠です。�
�

条例制定の目的�
�
　「東京都食品安全条例」では、食品の安全を確保することにより、「現在及び将来の都民の健康保
護を図る」ことを目的としています。�
　また、東京という大都市の地域特性を踏まえ、食品の安全確保に向けた方向性をはじめ、関係者が
果たすべき責務や役割を明らかにするとともに、国の制度を補完する仕組みを定めています。�
�

国と地方自治体の関係�

�

食品安全委員会�

健康への影響の評価�

�

厚生労働省・農林水産省�

規格・基準の設定�

�

�

地方自治体�

地域特性にあった施策の策定・実施�

�

勧告　　　 　　　　　諮問�

連携・協力�

国�

基本理念と関係者の責務・役割�

三つの基本理念�
�
�

関  係  者  の  責  務  ・  役  割�

事業者責任を�
基礎とする�
安全確保�

�

相互理解と�
協力に基づく�
安全確保�

�

科学的知見に�
基づく�
安全確保�

�

都の責務�
●食品の安全確保に関する施策の総合的・

計画的推進�

�

事業者の責務�
●自主的衛生管理の推進�

●危害の発生又は拡大防止

への的確かつ迅速な対応�

●食品の安全確保に関する情

報の積極的な公開･説明及

び記録･保管�

●適切かつ分かりやすい表示

の実施�

●食品の安全確保に関する都

の施策への協力　など�

�

�

都民の役割�
●食品の安全確保に関する

積極的な意見の表明�

●食品の安全に関する知識

の習得及び合理的な行動

の選択�

●食品の安全確保に関する

都の施策への協力�

�

食品の安全確保には、供給

者である事業者が一義的に

責任を負うことが必要です。�

�

�

一方、食品の安全確保は、事業者の取組や、行政

の監視・規制だけで成り立つものではありません。�

都、都民、事業者がお互いの役割を理解し、食品

の安全の確保に関する情報や意見の交流を通じ

て、“食品の安全”に対する共通の認識を持ち、

互いに協力しあう関係を築くことが最も重要です。�

�

�

食品の安全確保は、事故が起

きてから対応するだけでなく、

健康への悪影響を未然に防止

するためにも、最新の科学的

知見に基づき行われることが

必要です。�

�

　　　基本理念と関係者の責務・役割（第3条から第6条）　　　　　　　　　　　　　�
�

�

　条例では、三つの基本理念を掲げ、これにのっとって、都や事業者の責務のほか、都民の役
割についても明記しています。�
�
�

�

�

�


